
昭和 13年 5月磐梯山爆裂口下

の山崩調査報告

漏島測候所 柳谷喜太郎・小沼三次・高野宇市

幅島県率、耶麻郡猪苗代町字川上温泉の南西約2粁 3の地黙及共の下方に蛍り敷

弐山崩頻議L内， 5月9日午前1時頃及 15日午後2時 40分頃の 2同は泥砂を

遠く川上温泉地内に流出した。前同のものは此の地内にて死者女児 1，流失全

壊住家 1，後同は道路工事の人夫中死者女 1，負傷者男 4)女 1，全壊流失，家

屋 3，!j、撃校分教場 1，宇壊流失 3を出した。依て嘗稲島測候所より技手柳谷

喜太郎が出張，合津出張所より助手小沼三三九高野宇市の庭援を得)16日午後

及 22 日の雨日に亙り調査に営った。

1. 山崩愛生地附近地帯の概略とを芝生の地鮪

明治 21年 7月15日の磐梯山爆設は規模の大友る貼からも爆禁火山の典型的

危難からも飴りに有名でv嘗時の小磐梯の大部分や櫛が峰の一角は一瞬にして爆

破粉砕され，との大部分は泥流と友って流下し本流は北方に扇形般に撲まって

流下p 約 8粁の地黙，長瀬川を堰止めてと Lに槍原湖y 小野Jl!湖，秋元湖の三

湖を作り，営時との流下地帯に密生せる大樹休も一時に治夫して土砂岩石帯と

化L，叉 1支流は東方に向ひ沼の千を抜けて枇杷津を下だり見繭村を星雲し同時

に噴友を多量に降らせたとのととであるo (震災議防調査舎報告第 86披参照)

此の爆裂口は北方に口を有する馬蹄型のもので(弱震 1及験震時報第 6巻第

2競参照〉その地帯には目下一面に樹木生じ樹齢も既に 30""，40年を経過した

と見らる L松樹友どがある 3 地質は一般に岩石を混へた岩屑噴友焼砂等よりな

り粘着性を侠き粗菜室浸透性に富んでゐる。

今同議生の山崩はとの土砂流出地帯中爆禁口東壁末端を限ぎる岩塊I吃立帯

〈ー名昇風岩〉の略中間真下とその西方 500米の山(海抜1113.3米一名砂山と

いふ〉が馬の背型に東に伸び、その尾根とが接する鞍妹都の背部とを最上部とし

てその北面部K~芝生した(馬異 2 及地園 2 参照〉。その南部は叉直ちに明治 21

年の磐梯爆禁底に接し遠く 1粁5の噴底温泉地噴火湯より干地績きに設やかに

此庭に傾斜し岩塊の東壁とも接してゐる(昭和 7年 8月筆者の賓見した営時は
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との岩壁と底との間には爆登嘗時生じたといふ岩磐の深い割目がまだ所々に見

受けられたがその後数年でで、との割目は全く崩壊岩で埋められてゐる〉λ。との底

は杢く岩石をj混昆へた砂地で

え危主いがとの庚い地帯から集まる水量は地下に浸透して東壁停ひに叉との尾根附

近へと正;流下する量は可成り多いだらうとは推察されるととろででwあるO 事責今岡

の崩壊底部から流出する水量は相賞目立ってゐた。
':k 

第 2，第 3の崩壊地黙も前透明治 21年のとと砂流下地帯に起り第2のものぼ

上部のものより約 425米下方P 第 3のものはその下方叉約452米の地黙でい

づれも一連の低地積きの小扇朕地帯と思はる L所に起り流出路をーにして居る

ととは注目に値する所で略川上温泉より爆設底への登山遣に沿ふて居る。

小扇扶地ー今回の土砂流出に営つでもその通路中緩流帯には就にとの現象を、

見受けるのであるが明治 21年の爆百受賞時に於ける土砂流出に営つては倫大な

るとの現象を形成Lだととは必然でありその後も降雨による流水によりとの地

帯設蓬を助成してゐたとと L考へられる。是は今同の山崩愛生に大友る関係が

あると思ふので特記して長く O

2. 崩壊の誘因と見らる L諸現象営懸今冬の積雪は一般に昭和 11年に弐

ぐ大雲で、あつだが特に今同の山崩地帯を合む耶麻郡友との附近一替は一般に昭

和 11年を逢か比凌ぎ概して最深積雲の記録を作った。

今是を此庭に最も近い営所舎津出張所め記録を見るも昭和 11年の最深積雪

168糎に釘し蛍年は 214糎で開設以来の記録である己積雪の深さは沈'降により

叉融雪・蒸登により弐第に減す=るのは言ふ迄も左いが寒地多雪地方ではたとへ

上層に3ないて融雲沈降等があっても地面近くの内部では比較的融雪が者くれる

だらうとは略推察さる L所であるO

叉一面融雲水量が地面に迄多量に浸透するのは大韓に3ないて積雪の内部が略

ザラメ雲と怠るの時期と見倣されるO との時期は地方により叉その冬期の気象

に孟り夫々異るのは言ふ迄も泣いが嘗年の場合から推察すると恐らく 3月初日

頃と見るも大差たかるべく，従て積雲水量の大部分はその時期迄積雪中氏合ま

れるととになるO

今猪苗代地方の根雪となりたる 12月1日より融雲Hたる 4月8日迄の降水
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総量を見れば 1000:7粍七、従来の大雪年たる昭和 11年の根雪期間 )2月 11日

より融雪日 4月 18日迄の総量 670;.9粍に比すなるも可成りの多量を示すO

融雪の遅速はその嘗時の気温，降水の有無， 日照，風速等気象要素に支配さ

れ叉営年は大雲の割に融零時期も頗る早かったのであるが今有りに前述推定の

如く融雪量の地面浸透期を 3月1日よりと見れば積雪量の大部分は融雪格日迄

に地下に浸透するとと Lたり I;-)~大略前述 1000.7 粍は 39 日間の浸透量で平均浸

透日量を見るも 25.7粍り多量を示すととに友る占(浸透期迄砂浸透量及全期の

蒸設量を考慮せ宇〉コー iγ

崩壊地帯の扶態は猪苗代地方とは自ら具るのであるが積雪は一般に大と言は

れるしF 山間部だけ融雪の時期も相嘗遅れるととは略推定さオLる。責際筆者の

同地を賓見した 5月 16'13比JまuJl習低地にはまた各所比残雪があうた程であ

る。散に蛍地方の融雪は 4 月以降にjないで可成り念激に行はれ 5 月 1 日 ~5 月

6'日に亙る特別高温日(平年に比し 6度以上め高温)頃迄ち相官滋績されたも

のと推察せられる。殊た山崩登生地並に流出地帯は山間部の低地友るため周園

よりの流下量も加はり賓に驚くべき水量で色らう O 然してこの地帯は前述の如

く岩石を僅かに件ふ岩屑，噴友，焼砂等の粗長会浸透に富む土質友るたあ地上流

下水に比し浸透す7る量、は議想外に大きく，外観上乾燥地に見ゆる箇所も或る地

層以下では極度に水分を含み敵密たる奮土質との聞には恐らく水を以て飽和状

態にあったものと考へられる(崩壊嘗時水分の非常に多かったといふのもー詮

とたるう，特に扇欣地帯を友す箇所で、は水の溜滞を来すため一層甚しいものと

推察される。斯る朕態は必然的ft1骨面の摩擦を減じ後源地帯が寧ろ傾斜緩かな

土砂堆積の小扇欣地帯に起ってゐるのと共に此庭に大友る原因があると思ふコ

共の直接原因に就いては種々考究すべき黙があると思はれるが最寄りの嘗所

合津出張所では 5月8日午前7時 20分より午後8時 45分迄?及午後 10時

30分より翌 9日午前 5時 20分迄降雨し，雨量は 30.2粍?山崩E芝生の時刻迄

にも 21.0粍の雨量で相官の増水となった事や，叉同時刻の風力は特に:卓越し

西の風 5.1米に達して居たととは 9日午前1時頃の最初の山崩に大いに闘係が

あり， 15日午後2時 40分頃登現の大崩壊はとれに先立ちその上方に起った崩

壊土砂がとの方面に推積し特別過重及衝動を受けたのに太関係があ巳う。
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然してお日午前日時頃(懸農林投手芳賀武氏はとの頃最初の崩壊口附近

を検分してゐる〉以降午後 2時 40分迄に起ったと推定される最上部の崩壊直

接動機に就いては嘗時まだその部分には厚さ 3米以上，幅 30--40米位の積雪

平均気温累年と 帯があった(馬民 2)。とれが嘗日の特別高温〈猪苗・代にて

の比較
平年 12.7度に封し 4.1度の過高〉のため融雲量の増加を

来したると営時風速は特に卓越し午後1時には南東 6.2米日 平年

。C
8 11.9 

9 11.3 

14 12.4 

15 12.7 

今年!

l8F  2| 

128 I 

J6.8 

を観測せるを以て雲崩の誘設を来して之を褒生せしめたる

か叉は直接的に山崩を誘委せしめたる等も相営考慮せらる

べき黙であらう。

今此の地方最寄りの首所舎津出張所の主友る気象要素を

示せば次の通りである O

日 日寺 気座 反L向 風肌速/バI気温oC 雨量 日 時 気盛 風向 風?n速Is 気温oC 雨量
'In'lη m勿Z mm 'YY1'In 

8 700十 0.4 7.1 // 61 70~~ 十 1.7 6.0 21 .v1v2
.'6 

21.2 
ENE 

1/ 6 11.4 ENE 1.8 ]0.1 1/ 10 21.6 wsw 1.6 16.9 

// 10 11.4 SE 1.4 9.8 0.0 // 14 20.6 S 2.0 20.2 

1/ 14 8.8 NNE 1.7 7.8 8.8 グ 18 21.1 SSE 1.0 18:1 

// 18 7.2 NNE 0.9 8.2 1.9 グ 22 22.1 NE 2.6 11;2 

1/ 22 7.2 w 1.6 8.2 7.1 15 2 22.4 NE 1.4 8.6 

グ 23 wsw 1.3 8.3 グ 6 22.8 0.3 8.41' 

1/ 24 w 4.1 8.1 グ 10 21.5 'ssw 1.9 22.4 

9 1 w 5.1 8.7 グ 11 一-1 SSE 1，6 

// 2 6.5 w 4.2 9.0 4.3 グ 12 ~I SSE 4.6 

グ 6 7.1 w 2.5 7.5 5.2 グ 13 -1 ssw 6.2 

1/ 10 7.7 w 3.9 8.4 1.5 // 14 ]9.9 SE 4.2 26.1 

1/ 14 9.2 WNW 7.8 10.1 0.3 グ 15 一-1 SE 6.2 -， 
1/ 18 10.9 w 4.9 7.7 0.5 グ 18 J9.9 w 1.7 20.2 

1/ 22 13.1 w 3.3 6.2 0.6 1/ 22 20.4 SSE 2.3 15.4 

14 2 20.5 N 3.1 4.6 

3. 崩壊の順序及その回数こと砂岩石を川上温泉地内に迄流出じたのは 9日

午前1時頃と 15 日午後2時 40分頃の 2同であるが現地でば少くも 5同に亙

る頻設を了解するととが出来，設現の順序も人に止り直々七、あるのでと Lにー:
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-策 1閏磐梯山噴火口下山崩之園

言したいと思ふ。

印ち初同たる 9 日午前 1時頃登生の箇所は現在判然とその跡を残す崩壊口

(潟真第 4 及地園〉より略 765 米下方にあり(~員第 5 のめ，その東側一部は

その後の流路とたりたるにも拘らす=奮態のま L現存してゐる(是は 11日嘗所

合津出張所技手佐藤短氏?助手小沼三共氏の震見でも明か〉。その後 6 日を経

15日午前 11時頃懸農林技手芳賀武氏が現欣を賓見せる迄はその上部に何等異

欣たかりし由なるを以てそれより上部にある流出路中途の崩壊や最上部のもの

はそれ以後に起って居るととは事震である。而して最上部に告ける崩壊は流出

土砂涜よりして 3同に亙り設現してゐるととが推定され，その中初同のものは

その日下間もなく本流の西にー支流を出してゐる流路に相営し，第 2同目のも

のは此等の中規模も最も大きく恐らく崩壊の大部分は乙の際起ったらしく，流

は透か下方に流出し後に述べる流路中の崩壊口〈寝真第 4及 5のわ逢か下方

に迄達しとれよりも先議して居るととはとの流出路中の崩壊口(潟員第 4)の周

固に流出土砂を堆高かく沈積してあるととやその上壁は流出土砂から成り立ち
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第 2園磐梯山噴火日下山崩之園

積帯を作った程度のもので、なからうかと推察される。

笠は在来土質ととの流出

土砂との聞に判然たる草

生帯を残し，崩壊同に杢

然嬰形を来Lて居友い黒占

ものでとれ等はいづれも

午前11時頃ーより 3時・ 40

分を経た午後2時 40分

迄の聞に起ってゐるO 最

上部第 3同自のものは同

所に告ける第 2同目のも

のの直後に起ったかそれ

共相営時間を経て起った

か不明であるが規模とし

ては害IJI'C小さく恐らく崩

壊口下約 250米の岩石墨

4. 崩壊口及流出路の現獄高度 1113.3米の山(ー名砂山といふ〉は馬の背

形に東に伸びその尾根は鞍欣部をなして磐梯山爆裂口の東壁末端たる界風岩の

真下に接し爆登口とその北部の低地を劃してゐるが今同の崩壊最上端はとの低

地から鞍扶部の背昔f)を含む一帯から起ってゐる〈寝異第 2及地園の2)。壁の最

も高いものはこの鞍欣背部に達する部分で傾斜高略 60米， 50度の傾斜である O

日中で最も庚い部分の幅 102米で底の長さは略 200米以上であって概略面積
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は2212 ヘググーと推算される。未だ上壁よりの小崩壊があり底部は岩石で埋、

められつ Lある(弱震第 2)がとの部分で早くも水流を生じて居るのは前述の如

く明治 21年の磐梯爆禁底より浸透する水も相官入り込むのでは左からうか。

底の下端と見らる L 地黙に小水溜があるがとれは 16 日 ~pち崩壊の翌日には

まだ大きな雲塊があったのでJそれが融けて小窪地と危り水溜とたったものでそ

の下方間もなく西方に偏してー支流があるO 岐れ目近くで幅 25米、長さ 130

米あり y 営時は可成り水分の多い土砂流で、あったととが窺はれるがと Lから設

現したと思はれる 3崩壊の中の最初のものに属するo ~p ちとの設から後に述べ

る岩石墨積帯迄は傾斜が非常にゆるいので上部から流下した土砂流は一時横に

顕治まったため出来たものであらう O 流出土砂流の同数を示すべき三段の流出痕

をその盛上げ壁にはっきり残し 2同目のものが最も大規模であったらうとはと

れからも推察される。との下方には部分的に岩石の墨積された所が多いがy 特

に前述支流養生黒占から約 250米位には際立った岩石守容があり径 3米位のものも

珍しくたいぐ潟異 3の1)。との還の流出路幅は少くも 60--70米はあらう O 然

しとの地帯から下方は傾斜も柏加はり底部の掘出しも加ったが第2の崩壊口近

くに至り傾斜ゆるみ流れも緩やかに友ったため北東側には小さき支流も生t，

雨側には盛り上げられた土砂略13米の高さに達し底にも沈積が行はれてゐる。

と-'.fC綾く崩壊口は北に口を有する馬蹄型のもので上部幅 72米F 流出路に緩

く上部深さは 6米で内 3米位は上方からの流出沈積土砂でこの間に判然たる草

生帯がある(窮真第 4)。然し隔壁は可成り拐さく切り取られ口下 130--140米で

は双壁共に 20米前後(弱震第 5のわ夫より下方更に 100米位の所では流出路中

に残された小丘に猛烈なる勢を以て土砂流を押上げその飴妻、は雨壁にも高くは

み出して居る。小丘への押上げ土砂高さ 7米y 掘下げ深さ 5米位である。印ち

との小丘によって妨げられた土砂流は一時乙 Lに盛上げられぅその一部は西方

の高地へも突入しとの高い地帯を迂廻じて後本流に合し，東に走った支流はそ

の下方約 210(米の地結後に述べる第 3の崩壊口近くに迄達し本流はとの丘の東

側及向壁を極度に倒づり底を掘り下げつ L丘の末端頃より横に掠がって居る。

とLの虞さ 120米に達し東側では第 3の崩壊口を埋めて僅かにその東一壁を現

存せしめて居る(潟異 5の2)。との崩壊口は賞時幅約 40米位の馬蹄型のもの
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でその西側には可成り高いIJ、山が接してあったとのととである(11日営所舎津

出張所技手佐藤煙民p 助手小沼三共氏の賞見で明かなり〉が上部よりの流出土

砂で崩壊しその影もない。 spちとの地貼はf頃烈も殺やかではあるが流出路中で

も幅の庚い方で西側には長さ約 50米のー支流を出し幅も 167米に蓮してゐるF

即ちとの小山を流出するに際し一時阻まれた土砂流は一時的に四方に横まった

ためであらう。と Lから下方は暫らく比較的庚い幅を持績してゐるのは傾斜が

割に/援漫であるのと丘崩壊による土砂め増加により流出量の増したためでもあ

らラ O との間約 250米で再び刀、さい丘がある y流はとれとその下方 40........50米の

丘とにより一時大きく阻まれたため西側に抜大してー支流を裂し本流より西に

偏する谷合に沿ひ 217米の下方に迄伸びて居るがとの下流は現在の管林署製材

所に迄達するものであれ本流は前面の丘の東側を遁りとの雨壁を極度に削り

底を削除しつ L飴流は前述支流に一流を奥へ二丘より北東に績く山地の東低部

に沿ひ念奔してゐるが高い部分の雨壁は 20米前後最も狭い部分の幅は約 30米

となるO その後は再び、扇欣に鎮まり土砂を押上げつ L庚汎た千地に入りと ¥K

損大沈積してゐる(馬民第 6)との地帯は幅略100米前後長さ 200米以上の庚い

地帯で沈積の厚さも可成りの様に思はれる O その後は再び幅の弐第に狭まる地

帯を比較的徐行してゐるので土砂流は下方程深さを有する流とたり雨壁には可

成り高い押上げ土砂を残しこの距離 120........130米で東よりとの前面に績く低い

尾根に妨げられてゐる O 流は一時と Lに溜帯し一部はと Lを乗り越えー支流は

東に緩く谷を急:下し北側の真下には直径 20米深さ 3米前後の崩壊口よりの流

と共に前面に横はる小山を避けて二流と友り F 各流共幅約 10米前後と友り奔

流し各流夫々 2ケの小懸崖を経て再び合流してその下方 50米にして再び大懸

崖を流下して居る。と Lの幅も約 10米に過ぎないが高さは 15米位はあらラ，

従てと Lを流下した流は可成り猛烈友ものらしく懸崖下は四方共崩壊せられ

殊に甫か・ら北に向ふ突出部に激突した流はと Lを飲壊すると同時に合会勢は一部

上面にあふれで瀧ノ湯真前面の平地に迄押上げ長さ 30--40米幅 15米程度の

土砂流を作り p 一面渓谷下の流は次第に損大しつ~ )11上、温泉地内の平地に流下

してゐる。叉前述尾根を乗り越えた他の一流はそのま L北東進しー傾斜地を降

だって後に述ぺる主流に合L.，叉一方前述尾根に妨げられた主流は一時逆流し

(301 ) 



てその反封側に突出流を作り北側.に沿ふて深い溝を作りつ L奔流し注中の小山

を左に迂同じて命念奔し雨壁をけづりつ L後東に進みて北東進せる前述一流と

合流し後比較的ゆるやかた平地を 2同替曲しつ L土砂を鎖夫沈積せしめて居

る。との長さ略 ~60 米幅の庚い部分で 95 米あるρ その後に績く懸崖は深さ約

20米F 雨壁も 20米前後で幅は 50米を僅がに超しその下方約 150米も矢張り

渓谷帯となってゐるがp 乙 Lはとの流出に際して出来たとのととである。従て

蛍時と Lから流出された土砂量も移しくその流出嘗時の猛烈た朕況も推察さ止し

る。.印ちとの流れは前に述べた瀧の湯附近からの流と共に川上温泉地内に押向

したためその中間にあって道路工事中の人夫はつひに逃げ場を失ひ死者負傷者

を出すに至った。との川上地内を埋める面積 4.32ヘクグーに及び、その食会勢は

西一角の奮小水路に沿ふて僅かに流出しと Lでも雨壁を可成り快壊せしめて居

る。(潟真 9・の 1，2) 

以上は第 2同目印ち 5月 15 日に起った大紋壊分について略述べたもので初

同部ち 5月白日のものについては殆んE言及して居ない。併し是は規模も小さ

く流出路も大鐘現存の本減とたってゐる部分と見て太差友いと言ふ?幸y 初同

のもの L 潟異を入手するととが出来たので是を示すととにする(~真第 10)。

6月 4日再び現場に出張y 農林投手芳賀武氏の指導を得てー遁りの測量を行

ひその結果を作園していた Yいた，それに一部川上温泉地内のものは懸土木課~

製作の園面を以て補ひ出来上がったのが第 1園y 是を陸地測量昔s5高分の 1の

地園を原園に描思したのが第 2固であるO 測量が手抜けであるので多少相違の

黙はあると思ふが第 1国を基礎として面積は豚山林課から出していたどいた。

との結果は流路線面積 22.644ヘクグへ内?川上温泉地内の分 4.326ヘク

グ「流路距離2868米である。命5寓分の 1地国より測定した川上温泉地内の

高度は大約 720米であって，此虎より上方に夫々 3崩壊口迄の距離?高度は夫

々 (1)14:"50米， 190米， (2) 1950米) 280米) (3) 2250米， 360米である。

従て平均傾斜角は (1)7度 28分， (2) 8度 12分， (3) 9度 06分であるO

崩壊口の鑓積，傾斜角p千均質量等も大韓調べたいと思ったが出来たかった。

‘移りに臨み調査に種々助力を賜はった腰、農林技千芳賀武氏?勝、山林課技師谷

村勇吉氏及同課員p 営所曾津出張所技手佐藤煙氏に詩情上表す。'
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